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もりのにぎわい通信  
 

2009年 10月 24日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：10 月 24 日（土）9：00～14：00   

場所：小山町 観音地 

天候：曇時々雨 気温 18℃ 湿度 77％ 風向風速 東北東 5ｍ 

参加者：参加者 30 人 ：子供人 10人、大人 20 人（地元小山町と土地改良区 8 人含） 

 

活動記録 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

９：００ 地元の皆さん：ビニールハウス建て方作業の準備 

９：１５ 作業開始：ビニールハウス建て方作業開始 

１０：３０ 県自然保護課 生物多様性戦略室 忠田・音谷さん定例活動視察 

１１：００ 休憩（挨拶：忠田・音谷さん、今後の活動予定説明） 

１１：３０ 作業再開、集合写真､モミの木・果樹の植樹、イモ掘り。 

１３：００ 昼食休憩  

１３：３０ 雨が激しくなり､本日の作業は終了｡後片付け 

１４：００ 解散 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

活動報告（星野） 

地元の皆さんは、9 時前より観音地に集合し､ユンボーでビニールハウス敷地の整地を行う。 

09:15 発電機･切断機を準備し､地元の方 8 名にてビニールハウス建て方開始。 

10:00 もりもり遊び隊の子供たちが集合し､8 月に造った池､堆肥場等好きな場所で､メダカ･トンボ･ 

バッタ･かぶと虫の幼虫の観察をして遊ぶ。 

10:30 県自然保護課 忠田､音谷さんが到着｡ 敷地内を案内する｡ 

土地改良区の土地購入経緯､植林の経緯､活動状況､今後のグランドﾃﾞｻﾞｲﾝ等の説明を行う｡ 

特に土地改良区の土地購入に対する英断には､驚いていました｡ 

11:00 お茶の休憩で､県自然保護課の忠田､音谷さんを紹介し､挨拶をしてもらう｡その後事務局星野 

より､県助成金にて池やビニールハウスを購入したこと｡11 月の定例活動のイベントで音谷 

さんが、一般の人でも分かりやすい「生物多様性とは何か」との紙芝居をしてくれること等 

今後の活動予定を説明｡  

11:40 参加者全員の集合写真をビニールハウス前で撮る｡ 

地元の方はビニールハウスの建て方､もりもり遊び隊は､寄付して頂いたモミの木 1 本と県の補

助金で購入した果樹の苗木（カボス２、早生温州みかん１、金柑１、アルプスの乙女１、びっ

くりグミ１、プルーン１、さくらんぼ２、ブルーベリー２、ざくろ１、）計 1３本を植える予定

でしたが、柑橘類 4 本は雨のため後日植えることに。 

その後、11 月の焼芋イベント用のイモを確保するため芋掘り｡ 

13:00 昼食休憩 

13:30 雨が激しくなり､本日の作業は終了｡ ビニールハウスは､骨組まで完成｡ビニール張り及び出入 
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      口組立は､11 月に実施予定｡ 

本日の主要作業であるビニールハウスの建設は､地元の皆さんの経験がものをいい､後半小雨が降る

中手ぎわよく骨組まで完成しました｡ さらにユンボー､発電機､切断機を無償にて提供して頂きました｡ 

今後は､打合せ室･工作室･倉庫等ビニールハウスを有効に使っていく予定です｡ 

11 月の焼芋イベント用のイモも 70 個確保することが出来ました｡ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

森もりあそび隊   

 

今日は、行ったらビニールハウスを建て始めていました。 

かっこいい大人たち、ユンボーなどの重機が、子どもたちにとってまぶしく映ったことでしょう！ 

果樹を植林するまでの間、リースを作ったり、砂で遊んでいたり思い思いに過ごしていました。 

ユンボーによる堆肥の切り返し作業が始まりました。 

一起こしするたびに夏前に離したカブトムシの幼虫をみつけて、子どもたちが一時避難をさせました。 

バケツ２杯分もみつかった丸々した幼虫に大人も子どもも驚き、命に感銘していました。 

そして、もみの木の植林を子どもたちは、一生懸命やってくれました。早くクリスマス・オーナメントを飾れると

いいですね。 

そのあと果樹の苗をそれぞれ、穴を掘り堆肥を入れて、埋めました。 

午後に予定していた、さつまいも掘りも午前中に掘り起こすことになり、収穫の喜びを感じることができました。

予報よりも早くお弁当を食べる時には、弱い雤が降ってきました。 

食べ終わった元気な子どもたちは、池のほうに飛び出して行き、かえるをつかまえようとしていました。 

こんな雤の日に遊ばせてあげるなんてなかったから、きっといい経験になったことでしょう！雤もまたいい思い

出です。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

 

・11 月 2８日（土）雨天の場合は 29 日（日）里親になって千の苗を育てよう！・・・秋の森の観察

と昭和の森でどんぐり拾い・苗作りなど「千の苗・植林プロジェクト」として千葉県、千葉市などの

後援を頂き、あすみが丘小、大椎小、土気南小の 3 校もそろって里親苗作りに参加してくれることに

なりました。 

この土地は表土がほとんどないためクヌギやコナラの落葉樹が不足しています。 

今年の秋、昭和の森など地元のどんぐりを集め地域の皆さんや学校でポット苗の里親になって育てて

いただき、来年の春、当地や学校などで植樹祭を行う予定です。跡地で取れた焼き芋や生き物のお話

しもあります。皆さん楽しみにしていてください。 

・１２月５日 森のクリスマス たき火だ！工作してみよう！リースやオーナメント 
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写真 

   

        モミの木を植えたぞ                            重機も威力を発揮 

 

   ビニールハウスの前で 
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